
迫力あるレースを繰り広げて

　12月15日、上池守・星宮公民館周辺地区周回コー
スで、「『行田浮城のまち』平成25年度埼玉県クリテリウ
ム競技大会」が行われました。
　全4戦開催され、年齢別などのクラスごとに速さなど
を競うこの大会。第1戦目となったこの日は、13歳から
61歳まで453人が出場しました。観客からの声援を受
けた選手たちは、肌を刺すような寒さをものともせず、
一周2.7キロメートルの周回コースを力強く疾走してい
ました。

1年の無事を祈って

　1月11日、平成26年行田市消防出初式が行われ、消防職団員
220人が結束を図りました。
　この式は、市民の皆さんと共に1年の安全を願い、防火防災
思想の普及を図ることを目的としたものです。市役所玄関前や
産業文化会館前では服装規律点検や徒歩分列行進などが行わ
れ、消防職団員は引き締まった表情で訓練に臨んでいました。
また、式のフィナーレを飾ったのは、ポンプ車などによる一斉
放水。防災ヘリコプターによる空中散水も行われ、水城公園に
詰め掛けた観客らは歓声を上げていました。
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写真館

写真館

新たな気持ちで

　12 月31日、忍城址鐘楼付近で「行田ゆく年くる年」が
行われました。
　除夜の鐘を突き、新たな気持ちで新年を迎えようと、
家族や友人、カップルなど大勢の方が来場。鐘を突いた
誰もが、ゆく年を思い、新たな年を迎える喜びを感じてい
ました。また、元旦を迎えるカウントダウンや福袋などの
販売も行われるなど、平成26年のスタートを飾るイベント
となりました。

食物繊維とタンパク質で健康アップ

　1月9日・10日、ＶＩＶＡぎょうだで市民けんこう大学
・大学院第12回講座「行田在来青大豆入りゼリーフ
ライづくり講座」が行われました。
　今回は、良質なタンパク質を多く含む行田在来青
大豆を具材に、食物繊維が豊富でヘルシーなゼリー
フライを作り、おいしくて楽しい健康づくりに取り組
むもの。参加者は、行田のソウルフード「ゼリーフ
ライ」を少しアレンジするだけで、素晴らしい健康
食品になることを実感していました。

古代蓮会館の来館者数が70万人を達成

　12月24日、古代蓮会館の来館者数が70万人を達成しま
した。
　記念すべき70万人目となったのは、加須市からお越しの
小林信哉さんと秋田めぐみさん。2人には認定証と記念品が
贈られました。小林さんと秋田さんは初めて同館を訪れたそ
うで、この知らせを聞いたときに、とても驚いた様子でした。
小林さんは「タワーからの眺めがとてもよかったです。蓮や
田んぼアートを見ることができる時期にもう一度来てみたい
です」と感想を述べていました。

今年も幸せな一年を過ごせますように

　1月1日、古代蓮会館で「古代蓮会館迎春企画　タワー
からみんなで見よう『初日の出』」が行われ、地上50メー
トルの高さからご来光を眺めるため、大勢の方が会場を
訪れました。
　午前6時50分ころ、ゆっくりと太陽が昇り始め、暖か
な光がまちを包み込みました。家族や友人と記念撮影
をしたり、太陽に向かって新たな年の幸せを祈願したり
と、来場者はそれぞれの思いを胸に2014年の幕開けを
迎えていました。

大人としての第一歩

　1月12日、産業文化会館で平成26年行田市新成人を祝う
会が開催されました。
　鮮やかな振り袖や真新しいスーツに身を包んだ701人が参
加。お互いの近況を報告したり、昔話に花を咲かせたりと、
旧友との再会を喜び合いました。また、出身中学校ごとにス
ライドショーが上映された他、豪華景品が当たる抽選会など
趣向を凝らしたイベントが行われ、会場は大いににぎわいま
した。
　二十歳の輝かしい門出を迎えた皆さんは、これからの社会
を担う大人の一員としての自覚を持ち、新たな一歩を踏み出
しました。

しょうろう
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ダイナミックな踊りで、観客を魅了する「響」の皆さん
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同
社
は
環
境
に
や
さ
し
い
素
材
か

ら
製
品
を
生
産
し
て
い
ま
す
が
、
中

で
も
一
押
し
は
廃
木
材
と
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
材
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
リ
サ
イ

ク
ル
再
生
木
材
「
セ
コ
ロ
ウ
ッ
ド
」

で
す
。
製
品
化
に
至
る
ま
で
に
何
度

も
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
平
成
13
年
に

完
成
し
ま
し
た
。
防
腐
性
や
耐
久
性

に
優
れ
、
天
然
の
木
と
同
等
の
質
感

を
持
つ
こ
の
素
材
は
、
海
岸
や
河
川

沿
い
で
も
安
心
し
て
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
そ
う
で
す
。
同
社
は
、
こ

の
「
セ
コ
ロ
ウ
ッ
ド
」
と
、
リ
サ
イ

ク
ル
し
や
す
い
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
素
材

を
組
み
合
わ
せ
た
製
品
を
幅
広
く
取

り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
15
年
に
は
、
ソ
ー

ラ
ー
照
明
灯
「
ソ
ラ
イ
ト
」
を
開

発
。
完
全
独
立
電
源
型
で
電
気
工
事

を
必
要
と
せ
ず
、
L
E
D
照
明
の
た

め
消
費
電
力
も
少
な
い
と
い
う
特
徴

を
持
つ
こ
の
照
明
灯
は
、
災
害
時
の

非
常
灯
と
し
て
も
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
市
内
で
は
、
水
城
公
園

に
27
灯
設
置
さ
れ
て
お
り
、
普
段
の

日
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
東
日
本
大

震
災
の
停
電
時
に
も
市
民
の
憩
い
の

場
を
明
る
く
照
ら
し
ま
し
た
。

　

同
社
の
製
品
は
、
主
に
公
園
や
道

路
な
ど
の
公
共
ス
ペ
ー
ス
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ネ
ジ
1
本

で
も
人
が
触
れ
て
危
険
が
な
い
よ

う
、
さ
ら
に
、
景
観
に
調
和
す
る
よ

う
、
使
う
人
の
気
持
ち
に
な
っ
て
作

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ユ
ー
ザ
ー
か

ら
は
「
機
能
性
だ
け
で
な
く
、
デ
ザ

イ
ン
性
も
い
い
」
と
高
い
評
価
を
得

て
お
り
、
全
国
各
地
か
ら
同
社
の
製

品
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
こ
行
田
の
自
社
工
場
で
、
よ

り
環
境
に
配
慮
し
た
こ
だ
わ
り
の
製

品
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
す
」
と
熱

く
語
る
花
田
正
実
社
長
。
同
社
は
こ

れ
か
ら
も
、
独
自
性
あ
ふ
れ
る
エ
コ

な
製
品
で
、
安
ら
ぎ
の
風
景
を
創
出

し
て
い
き
ま
す
。

株式会社風
ふ う

憩
け い

セコロ「エコ」で憩いの風景を創造

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。特色ある業務を行っている会社の情報を
広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

　　 会 社 プロフィー ル　　
代表取締役社長　花田正実
事業内容　クリーンエネルギー製
品、リサイクル材製品、アルミ手す
り製品の設計・製造・販売

ぎょうだの会社をぎょうだの会社を

○2月3日㈪～28日㈮に電話ま
たはEメールで広報広聴課広
報広聴担当（内線318）
※応募要領は市ホームページ
をご覧ください。

○応募者多数の場合は、3月4日
㈫午前11時か
ら市役所２０３
会議室で公開抽
選を行います。

平成25年 4月生まれの
お子さんを募集します

平成 25年
2月生まれの
おともだち

訂正とお詫び
　「市報ぎょうだ」1月号に掲載
した記事の一部に誤りがあり
ました。次のとおり訂正の上、
お詫び申し上げます。
　27ページ　はじめまして
　　（正）小倉　来望ちゃん
　　（誤）小倉　来夢ちゃん
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広告掲載の問い合わせは、有限会社今津印刷所へ☎554─2245

広告

InformationInformation 催し・募集

▼
日
時　

 

2
月
15
日
㈯
午
後
1
時

30
分　

▼
場
所　
「
み
ら
い
」
文
化

ホ
ー
ル　

▼
内
容　
浅
倉
孝
郎
さ
ん

（
埼
玉
県
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
に

よ
る
講
演
「
私
た
ち
の
く
ら
し
と
ご

み
問
題
」　

▼
入
場
無
料　
▼
主
催　

行
田
市
衛
生
協
力
会
連
合
会　

▼

�
・
問　
2
月
12
日
㈬
ま
で
に
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
同
会
事
務
局
（
環

境
課
内
）
☎
5
5
6
―
9
5
3
0
【
Ｆ

Ａ
Ｘ
】
5
5
3
―
0
7
9
2

▼
日
時　
3
月
1
日
㈯
【
1
回
目
】

午
前
10
時
30
分
～
午
後
0
時
30
分

【
2
回
目
】
午
後
1
時
30
分
～
3
時

30
分　

▼
場
所　
「
み
ら
い
」
文
化

ホ
ー
ル　

▼
題
名　
も
も
へ
の
手
紙　

▼
入
場
料　
【
前
売
り
】
8
0
0
円

【
当
日
】
9
0
0
円　

▼
主
催　
行

田
親
と
子
の
よ
い
映
画
を
み
る
会　

▼
後
援　
行
田
市
教
育
委
員
会　

▼

問　

北
埼
教
育
会
館
☎
5
5
3
―

0
7
4
4

▼
日
時　
2
月
23
日
㈰
午
前
11
時
15

分
～
午
後
0
時
15
分
、
午
後
2
時

15
分
～
3
時
15
分
（
2
回
公
演
）
※

雨
天
中
止　

▼
場
所　
忍
城
址　

▼

出
演　
潮
崎
ひ
ろ
の
さ
ん
（
市
内
在

住
の
歌
手
）、
ゲ
ス
ト
ミ
ュ
ー
ジ
シ

ャ
ン　

▼
観
覧
無
料　
▼
主
催　
㈲

ポ
ッ
プ
企
画　

▼
問　

同
企
画
☎

5
5
4
―
0
7
8
9

▼
日
時　
2
月
23
日
㈰
午
前
9
時
※

雨
天
中
止　

▼
集
合
場
所　

古
代

蓮
の
里
正
面
駐
車
場　

▼
内
容　
カ

モ
な
ど
冬
鳥
の
観
察
や
、
郷
土
の
歴

史
と
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
を
す
る　

▼
参
加
無
料　
▼

服
装　
汚
れ
て
も
い
い
動
き
や
す
い

服
装　

▼
持
ち
物　
持
っ
て
い
る
方

は
双
眼
鏡
（
7
～
8
倍
）　

▼
主
催　

み
ど
り
の
ぎ
ょ
う
だ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

▼
問　
行
田
さ
く
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
☎
5
6
4
―
3
0
0
0

▼
日
時　
3
月
8
日
㈯
・
9
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
3
時
30
分　

▼
場
所　

牧
禎
舎
（
忍
1
―
4
―
11
）　

▼
内

容　
藍
染
め
な
ど
の
作
品
展
示
、木
・

布
・
金
属
な
ど
を
使
っ
た
手
仕
事

の
作
品
の
展
示
即
売
、
手
作
り
の
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
縁
側
カ
フ
ェ
や
移

動
販
売
に
よ
る
食
べ
物
や
飲
み
物
の

販
売
な
ど　

▼
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ぎ
ょ
う
だ
足
袋
蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク　

▼
問　
【
事
前
】
足
袋
蔵
ま
ち

づ
く
り
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
☎
5
5
2
―

1
0
1
0
【
当
日
】
牧
禎
舎
☎
5‌

5

3
―
5
8
0
0

行
田
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
の
大
使

潮
崎
ひ
ろ
の
♪
震
災
復
興
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ヴ
#
33

第
11
回「
未
来
へ
残
し
た
い
行
田

の
自
然
八
景
」ウ
ォ
ー
ク
～
旧
忍

川
、行
田
浄
水
場
と
古
代
蓮
の
里

ご
み
問
題
を
考
え
る
つ
ど
い

2
0
1
3
年
度「
ア
ー
ツ
＆

ク
ラ
フ
ツ
in
ぎ
ょ
う
だ
」

第
67
回
行
田
親
と
子
の

よ
い
映
画
を
み
る
会 

上
映
会

イ
ベ
ン
ト

▶日　　時	 5月27日㈫～6月18日㈬午前10時～午後5時30分
	 ※月曜休館、観覧無料
▶場　　所	 埼玉県立近代美術館(さいたま市浦和区常盤9

―30―1)
▶出品部門	 日本画(水墨画含む）、洋画(版画含む)、彫刻、

工芸、書(篆刻・刻字含む)、写真の6部門
	 ※各部門規格制限あり(詳細は開催要項を参照)
▶応募資格	 県内在住・在勤・在学で15歳以上の方(中学

生を除く)
▶出品点数	 各部門3点まで
▶出品手数料	 1点につき3,000円
▶搬入期間	 【個人】5月9日㈮・10日㈯・11日㈰
	 【業者】5月8日㈭・10日㈯・11日㈰
	 いずれも午前10時～午後４時30分(8日の業

者搬入は日本画・洋画・書のみ。また、搬入
時間は午後1時～4時30分）

▶応募方法	 開催要項を確認の上、搬入期間に近代美術館
へ直接持参(事前申込不要）

▶開催要項・申込書入手方法
①県生涯学習文化財課または地域づくり支援課、中央公
民館、図書館、産業文化会館で入手

②県展ホームページ(http://www.pref.saitama.lg.jp/
site/geibunsai/kenten.html)からダウンロード

③90円切手を貼った返信用封筒(定型サイズ※縦23.5㎝
×横12㎝以内)を同封の上、県生涯学習文化財課芸術
文化推進担当へ郵送で請求【郵送】〒330―9301 さい
たま市浦和区高砂3―15―1 埼玉県生涯学習文化財課

▶問い合わせ	 同課芸術文化推進担当☎048―830―6921

第64回 埼玉県美術展覧会の
作品を募集します

募　　集

202014. 2 　市報 ぎょうだ
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▼
日
時　
2
月
22
日
㈯
午
前
9
時
30

分
～
正
午　

▼
場
所　
忍
・
行
田
公

民
館　

▼
対
象　
真
剣
に
結
婚
を
考

え
て
い
る
方
ま
た
は
そ
の
家
族　

▼

そ
の
他　
予
約
不
要　

▼
問　
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
行
田
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

5
5
4
―
0
1
6
2

▼
日
時　
2
月
22
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
1
時　

▼
場
所　

Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ

ぎ
ょ
う
だ
調
理
室　

▼
内
容　

ピ

ザ
、
イ
タ
リ
ア
風
サ
ラ
ダ
、
テ
ィ
ラ

ミ
ス
を
作
る　

▼
講
師　
村
山
英
子

さ
ん
（
ホ
ー
ム
メ
イ
ド
協
会
パ
ン
講

師
・
パ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
）　

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
男
性　

▼
定
員　

25
人　

▼
参
加
費　
1
人
5
0
0
円　

▼
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、ス
リ
ッ
パ
、

三
角
巾
ま
た
は
バ
ン
ダ
ナ　

▼
申　

2
月
12
日
㈬
～
21
日
㈮
に
直
接
ま
た

は
電
話
で
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
（
2

月
17
日
㈪
は
休
館
）
※
ひ
と
と
き
保

育
（
2
歳
以
上
の
未
就
学
児
）
の
申

し
込
み
は
2
月
18
日
㈫
ま
で　

▼
問　

Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
☎
5
5
6
―

9
3
0
1

▼
日
時　
2
月
18
日
㈫
午
後
2
時
～

3
時
30
分　

▼
場
所　

商
工
セ
ン

タ
ー
4
0
3
研
修
室　

▼
内
容　
①

永
井
茂
さ
ん
（
埼
玉
県
県
民
生
活

部
人
権
推
進
課
講
師
）
に
よ
る
講

演
「
企
業
と
人
権
」　

②
人
権
啓
発

映
画
の
上
映　

▼
対
象　
市
内
の
事

業
主
お
よ
び
人
事
担
当
の
方　

▼
定

員　
60
人　

▼
参
加
無
料　
▼
申
・

問　
人
権
推
進
課
（
内
線
2
2
1
）

▼
日
時　

2
月
28
日
㈮
午
後
2
時

開
演　

▼
場
所　

パ
レ
ス
ホ
テ
ル

大
宮
4
階
ロ
ー
ズ
ル
ー
ム
（
さ
い

た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
1
―
7
―

5
）　

▼
内
容　
高
井
研
さ
ん
（
独

立
行
政
法
人
海
洋
研
究
開
発
機
構
海

洋
・
極
限
環
境
生
物
圏
領
域
深
海
・

地
殻
内
生
物
圏
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
に
よ
る
講
演
「
冒

険
す
る
喜
び
を
味
わ
お
う
」　

▼
定

員　

3
0
0
人　

▼
受
講
無
料　
▼

申　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
の
上
、
2
月
21
日
㈮
ま
で
に
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
㈳
埼
玉
県
経
営
者
協
会
【
Ｆ
Ａ

Ｘ
】
0
4
8
―
6
4
1
―
0
9
2
4

▼
問　
も
の
つ
く
り
大
学
☎
5
6
4

―
3
8
1
9
ま
た
は
同
協
会
☎
0‌

4

8
―
6
4
7
―
4
1
0
0

初
級
コ
ー
ス
（
1
年
制
）

▼
内
容　

木
造
建
築
に
関
わ
る
設

計
、
制
作
、
修
復
な
ど
を
基
礎
か
ら

学
ぶ　

▼
定
員　
5
人

日
曜
大
工
コ
ー
ス
（
1
年
制
）

▼
内
容　
趣
味
と
実
益
の
た
め
に
木

工
の
基
礎
技
能
を
習
得
す
る　

▼
定

員　
15
人

▼
そ
の
他　
受
講
料
・
詳
細
に
つ
い

て
は
、
も
の
つ
く
り
大
学
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
▼
申
・
問　
2
月

28
日
㈮
ま
で
に
同
大
学
建
設
学
科
事

務
☎
5
6
4
―
3
8
4
9
（
月
〜
金

曜
日
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

▼
日
時　
3
月
16
日
㈰
午
後
1
時
30

分　

▼
場
所　
佐
間
公
民
館　

▼
講

師　
松
本
太
郎
さ
ん
（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放

送
博
物
館
長
）　

▼
入
場
無
料　
▼

問　
同
館
☎
5
5
3
―
1
4
7
8

▼
日
時　
2
月
22
日
～
3
月
22
日
の

毎
週
土
曜
日
（
全
5
回
）
午
後
7
時

～
8
時
15
分　

▼
場
所　
「
行
田
グ

リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」
柔
道
場　

▼
対

象　
小
学
生
以
上　

▼
費
用　
【
中

学
生
以
下
】
1
千
5
0
0
円
【
高
校

生
以
上
】
2
千
5
0
0
円
（
保
険
料

な
ど
を
含
む
）　

▼
服
装　
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ウ
エ
ア
な
ど
運
動
の
し
や
す

い
服
装　

▼
持
ち
物　
タ
オ
ル　

▼

主
催　

行
田
市
少
林
寺
拳
法
連
盟　

▼
申　

2
月
8
日
㈯
・
15
日
㈯
午
後

6
時
～
7
時
に
費
用
を
添
え
て
「
行

田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」
ロ
ビ
ー　

▼
問　
同
連
盟
島
田
☎
5
8
8
―
4

6
9
4
ま
た
は
☎
0
9
0
―
4
6
6

5
―
0
9
0
1

▼
日
時　
2
月
26
日
㈬
午
後
6
時
30

分
～
8
時
30
分　

▼
場
所　
中
央
公

民
館
第
1
学
習
室
（「
み
ら
い
」
内
）　

▼
内
容　
河
添
誠
さ
ん
（
首
都
圏
青

年
ユ
ニ
オ
ン
元
書
記
長
）
が
、
誰
に

で
も
関
わ
る
身
近
な
労
働
に
つ
い
て

の
講
演
を
行
う　

▼
参
加
無
料　
▼

主
催　
2
・
26
行
田
地
域
春
闘
実
行

委
員
会
（
埼
玉
土
建
一
般
労
働
組
合

行
田
羽
生
支
部
内
）　

▼
問　
同
委

員
会
☎
5
5
3
―
2
3
2
1

結
婚
無
料
相
談
会

第
36
回
事
業
所
人
権

教
育
研
修
会

も
の
つ
く
り
大
学

特
別
公
開
講
座

も
の
つ
く
り
大
学

「
も
の
づ
く
り
市
民
工
房
」

少
林
寺
拳
法
教
室

河
添
誠
氏
講
演
会

男
性
料
理
教
室

～
ピ
ザ
づ
く
り
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
～

佐
間
公
民
館
20
周
年
記
念
事
業「
記
念
式
典
」

並
び
に「
文
化
講
演
会
」“
戦
中
・
戦
後
を
生
き

ぬ
い
た
80
年
”…
主
に
ラ
ヂ
オ
の
時
代
…

講
座
・
講
演
会
・
教
室

相

　
　談
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広告

InformationInformation 催し・募集

▼
日
時　
2
月
11
日
㈫
午
後
2
時
～

4
時
（
午
後
1
時
30
分
開
場
）　

▼

場
所　
「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル　

▼
内
容　
①
し
あ
わ
せ
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
に
よ
る
認
知
症
啓
発
劇
「『
大
切

な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
』
～
よ
か
っ
た
ね

ぇ
サ
イ
フ
見
つ
か
っ
て
～
」　

②
林

文
明
さ
ん
（
西
熊
谷
病
院
院
長
）
に

よ
る
特
別
講
演
「
認
知
症
～
新
し

い
治
療
の
取
り
組
み
～
」　

▼
共
催　

埼
玉
北
部
認
知
症
懇
話
会
、
行
田
市

医
師
会
、
エ
ー
ザ
イ
株
式
会
社　

▼

後
援　
行
田
市　

▼
そ
の
他　
事
前

申
し
込
み
不
要　

▼
問　
エ
ー
ザ
イ

株
式
会
社
川
越
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
オ
フ
ィ
ス
☎
0
4
9
―
2
4
5
―

6
3
2
1

▼
日
時　
3
月
2
日
㈰
午
前
9
時　

▼
場
所　
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ　

▼
種
目　
個
人
戦
【
男
子
】
シ
ン
グ

ル
ス
1
部
・
2
部
、
ダ
ブ
ル
ス
、
シ

ニ
ア
（
65
歳
以
上
）【
女
子
】
シ
ン

グ
ル
ス
1
部
・
2
部
、
ダ
ブ
ル
ス
、

シ
ニ
ア
（
65
歳
以
上
）【
中
学
生
以

下
】
男
子
・
女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

▼

参
加
費　
【
シ
ン
グ
ル
ス
（
一
般
）・

シ
ニ
ア
】
6
0
0
円
【
ダ
ブ
ル
ス

（
一
般
）】
1
組
8
0
0
円
【
高
校
生

以
下
】
5
0
0
円
（
ダ
ブ
ル
ス
は
1

組
5
0
0
円
）
※
連
盟
未
登
録
者
の

場
合
は
2
0
0
円
増
し　

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方　

▼

注
意　
一
般
男
女
は
2
種
目
ま
で
出

場
可
※
男
子
2
部
と
シ
ニ
ア
の
重
複

不
可　

▼
申　

2
月
12
日
㈬
午
後
7

時
ま
で
に
種
目
、
氏
名
を
記
入
し
、

郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提
出　
【
郵

送
】
〒
3
6
1
―
0
0
1
2 

行
田

市
下
須
戸
1
3
9
5 
行
田
市
卓
球

大
会
事
務
局
平
塚
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
5‌

5

9
―
2
5
8
1　

▼
問　

同
事
務

局
平
塚
☎
5
5
9
―
3
7
1
4

▼
日
時　
2
月
14
日
㈮
午
後
6
時
30

分
開
演　

▼
場
所　

産
業
文
化
会

館
ホ
ー
ル　

▼
内
容　
弦
楽
器
（
バ

イ
オ
リ
ン
・
ビ
オ
ラ
・
チ
ェ
ロ
）
に

よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
中
心
に
心

に
残
る
音
楽
を
お
届
け
す
る　

▼
出

演　
東
京
ユ
ニ
フ
ィ
ル
弦
楽
四
重
奏

団　

▼
入
場
料　
全
席
指
定
1
千
円　

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　
同
館
窓
口

で
発
売
中

▼
日
時　
2
月
28
日
㈮
～
3
月
4
日

㈫
午
前
9
時
～
午
後
5
時　

▼
場
所　

商
工
セ
ン
タ
ー
パ
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル　

▼
内
容　
書
や
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
な
ど
す
て
き
な
手
作
り
作
品

の
展
示　

▼
入
場
無
料

　

古
代
蓮
の
里
売
店
で
は
、
弁
当
な

ど
の
食
品
、
蓮
に
関
連
す
る
雑
貨
な

ど
の
商
品
を
販
売
し
て
い
た
だ
け
る

業
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
条
件　
次
の
①
～
④
全
て
を

満
た
し
て
い
る
業
者　

①
市
内
に
事

業
所
を
置
い
て
い
る
こ
と　

②
来
園

者
の
利
便
に
供
す
る
も
の
を
販
売
で

き
る
こ
と　

③
一
年
を
通
じ
て
継
続

的
に
商
品
を
出
品
で
き
る
こ
と　

④

法
人
税
ま
た
は
市
県
民
税
を
完
納
し

て
い
る
こ
と　

▼
応
募
締
切　
2
月

28
日
㈮
午
後
４
時
ま
で　

▼
そ
の
他　

詳
細
は
、
電
話
で
古
代
蓮
会
館
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
3
月
9
日
㈰
午
後
1
時
30

分
開
演　

▼
場
所　
産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル　

▼
内
容　
誰
も
が
日
本
舞

踊
と
長
唄
演
奏
を
身
近
に
感
じ
、
気

軽
に
鑑
賞
で
き
る
催
し　

▼
出
演　

西
川
扇
由
女
、
東
音
会
、
越
智
義
乃
、

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
生
徒
他　

▼

入
場
無
料

　

2
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰
は
、
全
施

設
定
期
点
検
の
た
め
臨
時
休
館
と
な

り
ま
す
。

行
田
市
民
卓
球
大
会

古
代
蓮
の
里
売
店
出
店

登
録
業
者
募
集

パ
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
展
示
会

み
ん
な
の
展
示
広
場

商
工
セ
ン
タ
ー
臨
時
休
館

の
お
知
ら
せ

行
田
市
認
知
症

市
民
公
開
講
座

ス
ポ
ー
ツ

東
京
ユ
ニ
フ
ィ
ル
弦
楽

四
重
奏
団
ク
ラ
シ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト

邦
楽
邦
舞
の
つ
ど
い

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

（公財）行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

申し込み・問い合わせ
産業文化会館
ＴＥＬ ５５６－６３７１
ＦＡＸ ５５６－６３７２

商工センター
ＴＥＬ ５５３－０５１０
ＦＡＸ ５５３－２０２１

古代蓮会館
ＴＥＬ ５５９－０７７０
ＦＡＸ ５５９－０７８４

行田グリーンアリーナ
ＴＥＬ ５５３－３３７７
ＦＡＸ ５５３－０４８７
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広告

InformationInformation 催し・募集

▼
日
時　
【
熊
谷
校
】
2
月
15
日
㈯

午
前
9
時
～
正
午
【
秩
父
分
校
】
2

月
18
日
㈫
午
後
1
時
30
分
～
4
時　

▼
場
所　
県
立
熊
谷
高
等
技
術
専
門

校
（
熊
谷
市
新
堀
新
田
5
2
2
）
お

よ
び
秩
父
分
校
（
秩
父
市
上
町
3
―

21
―
7
）　

▼
内
容　
【
熊
谷
校
】
自

動
車
整
備
体
験
、
伝
統
工
法
に
よ
る

鍋
敷
き
作
り
、
マ
シ
ニ
ン
グ
で
メ
ダ

ル
作
り
【
秩
父
分
校
】
電
気
配
線
と

配
線
器
具
と
テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
の
製

作
、
介
護
の
ポ
イ
ン
ト
と
体
の
動
か

し
方　

▼
申
・
問　
実
施
日
前
日
ま

で
に
電
話
で
各
校
【
熊
谷
校
】
☎

5
3
2
―
6
5
5
9
【
秩
父
分
校
】

☎
0
4
9
4
―
2‌

2
―
1
9
4
8

▼
日
時　
3
月
13
日
㈭
午
前
10
時
～

午
後
4
時
（
正
午
～
午
後
1
時
を

除
く
）　

▼
場
所　
忍
・
行
田
公
民

館　

▼
内
容　
全
血
献
血　

▼
持
ち

物　
献
血
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方
）　

▼
主
催　
行
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　

▼
問　
埼
玉
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ

ー
☎
0
4
2
―
9
8
5
―
6
9
3
3

県
立
熊
谷
高
等
技
術
専
門
校
お
よ
び

秩
父
分
校
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

献　

血

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
展
望
タ
ワ

ー
か
ら
の
夕
陽
を
鑑
賞
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
開
館
時
間
を
延
長
し
ま

す
。

▼
日
時　
2
月
14
日
㈮
午
前
9
時
～

午
後
7
時
（
入
館
受
け
付
け
は
午
後

6
時
30
分
ま
で
）　

▼
そ
の
他　
①

有
料
入
館
者
に
一
口
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

を
進
呈　

②
館
内
休
憩
所
で
ホ
ッ
ト

コ
ー
ヒ
ー
を
無
料
提
供
（
入
館
料

【
大
人
】
4
0
0
円
【
小
人
（
小
・

中
学
生
）】
2
0
0
円
）

▼
日
時　
2
月
14
日
～
28
日
の
毎
週

金
曜
日
（
全
3
回
）
午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分　

▼
場
所　
「
行
田

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」
研
修
室　

▼

内
容　
骨
盤
の
ゆ
が
み
を
整
え
る
ポ

ー
ズ
を
中
心
に
、
体
の
硬
い
方
や
体

力
の
な
い
方
で
も
気
軽
に
参
加
で
き

る
骨
盤
調
整
ヨ
ガ
を
行
う　

▼
定

員　
各
回
40
人
（
先
着
順
）　

▼
対

象　
高
校
生
以
上　

▼
参
加
費　
1

回
5
0
0
円　

▼
注
意　
小
さ
い
お

子
さ
ん
を
連
れ
て
の
受
講
は
不
可　

▼
申　

各
開
催
日
の
午
前
8
時
30
分

か
ら
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
窓
口
で
受

け
付
け

	行田市の人口と世帯	 人口85,243人　男42,403人　女42,840人　世帯数33,784世帯
	（平成26年1月1日現在）	 12月中の異動　出生56人　転入等170人　死亡72人　転出等195人住民基本台帳人口

古
代
蓮
会
館
バ
レ
ン
タ
イ
ン

サ
ン
セ
ッ
ト
鑑
賞
会

そ

　の

　他

骨
盤
調
整
ヨ
ガ
～
ゆ
が
み
調
整
編
～

（
い
き
い
き
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
活
動
体
験
事
業
）

市民プール　アルバイト・パートスタッフ市民プール　アルバイト・パートスタッフ

総合公園の管理・整備業務スタッフ総合公園の管理・整備業務スタッフ

職　　　　種 勤　務　時　間 採用人数・対象 時　給 申し込み・問い合わせ

監視・施設管理
スタッフ

【平日】
午後6時30分～9時
【土・日曜日、祝日】
①午後0時45分～5時15分
②午後6時30分～9時
※週３日程度のローテーション
勤務
※３月からの勤務となります。

若干名
・高校生以上の方(満15
歳になって最初の3月
31日を迎えている方)

・泳げる方(25m程度)
・監視員経験者歓迎
・試用期間あり

【高校生】
790円
【一般・学生】
800円
※試用期間は
790円

2月20日㈭までに、履歴書(写真
貼付)を市民プール窓口へ提出し
てください。
※選考方法：書類審査後、面接
試験(2月下旬面接予定)

市民プール(本丸3―5)
☎555―2455

職　　　　種 勤　務　時　間 採用人数・対象 時　給 申し込み・問い合わせ

屋外体育施設
および公園施設の
管理・整備業務ス
タッフ(軽作業員)

【平日】
①午前8時30分～午後4時
②午前8時30分～正午
【土・日曜日、祝日】
①午前6時30分～正午
②正午～午後5時30分
※週２～３日のローテーション
勤務

一般成人4人
・65歳以下で健康な方
・土・日曜日、祝日の勤
務が可能な方

・要普通自動車免許証
・試用期間あり

850円
※試用期間は
800円

2月28日㈮までに、履歴書(写真
貼付)を行田グリーンアリーナ窓
口へ提出してください。
※選考方法：書類審査後、面接
試験(3月中旬面接予定)

行田グリーンアリーナ(和田1242)
☎553―3377
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環境にやさしい
植物油インキ

今月の表紙

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■市報をCDーRに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報
　広聴担当（内線 318）までご連
　絡ください。

ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp　　　　携帯サイト http://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html
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川
の
国 

埼
玉

忍川・さきたま調
節池・酒巻導水路
が変わる…

川のまるごと
再生プロジェクト始動！
川のまるごと
再生プロジェクト始動！

特集特集特集

行田を、もっと元気なまちに行田を、もっと元気なまちに行田を、もっと元気なまちに
企 業 誘 致企 業 誘 致企 業 誘 致 P.2P.2P.2

総合福祉会館「やすらぎの里」総合福祉会館「やすらぎの里」総合福祉会館「やすらぎの里」
そうそうそう さとさとさとごうごうごうふくふくふく ししし かいかいかいかんかんかん

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。

　今
こん

月
げつ

は、平
へい

成
せい

11年
ねん

のオープン以
い

来
らい

、主
おも

に60歳
さい

以
い

上
じよう

の方
かた

や
障
しょう

害
がい

者
しゃ

の方
かた

に利
り

用
よう

されている総
そう

合
ごう

福
ふく

祉
し

会
かい

館
かん

「やすらぎの里
さと

」を
紹
しょう

介
かい

するよ。
　館

かん

内
ない

には、年
ねん

間
かん

を通
とお

して利
り

用
よう

できる温
おん

水
すい

プールをはじめ機
き

能
のう

回
かい

復
ふく

訓
くん

練
れん

室
しつ

、交
こう

流
りゅう

・創
そう

作
さく

室
しつ

などいろいろな施
し

設
せつ

があって、
体
からだ

の機
き

能
のう

回
かい

復
ふく

や維
い

持
じ

向
こう

上
じょう

、利
り

用
よう

者
しゃ

の憩
いこ

いの場
ば

として活
かつ

用
よう

され
ているよ。さらに、水

すい

泳
えい

や陶
とう

芸
げい

、料
りょう

理
り

教
きょう

室
しつ

をはじめ、三
さん

世
せ

代
だい

を対
たい

象
しょう

にしたイベントなどもたくさん開
かい

催
さい

されているんだ。
　やすらぎの里

さと

は身
み

近
ぢか

な福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

として親
した

しまれているか
ら、ぜひ利

り

用
よう

してくださいね。

1月11日、中央公民館第1・第２学習室（「みらい」内）で
第28回行田市少年少女将棋大会が行われました。
　この大会に市内の小・中学生72人が参加。小さな棋士たちは、対
戦相手の二手・三手先を読みながら、慎重に駒を進めていました。ま
た、他校の児童・生徒たちとの交流が図れただけでなく、礼儀作法も
身に付けることができた有意義な大会となりました。

い
に
し
え
の
行
田
を
探
る

古
墳
築
造
で
追
い
立
て
ら
れ
た
ム
ラ

行田

歴
史
系
譜
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藤
原
町
の
富
士
見
工
業
団
地
周
辺
に
広
が
っ

て
い
た
若
小
玉
古
墳
群
は
、
市
内
で
は
埼
玉
古

墳
群
に
次
ぐ
規
模
を
誇
っ
て
い
た
古
墳
群
で
す
。

　

現
存
す
る
古
墳
は
、“
関
東
の
石
舞
台
”
と
呼

ば
れ
る
八
幡
山
古
墳
と
、
東
日
本
最
古
の
線
刻

壁
画
が
残
る
地
蔵
塚
古
墳
だ
け
で
す
が
、
か
つ

て
は
墳
長
約
70
メ
ー
ト
ル
の
大
型
前
方
後
円
墳

で
あ
る
三
方
塚
古
墳
・
愛
宕
山
古
墳
な
ど
、
大

小
約
50
基
も
の
古
墳
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が

発
掘
調
査
な
ど
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

左
の
写
真
は
、
㈱
シ
ョ
ー
ワ
の
工
場
建
設
に

伴
う
発
掘
調
査
で
検
出
さ
れ
た
三
方
塚
古
墳
で

す
。
墳
丘
は
壊
さ
れ
て
無
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

周
囲
を
巡
る
周
溝
は
残
っ
て
い
て
、
前
方
後
円

墳
の
平
面
形
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。墳
丘
が
あ
っ

た
下
か
ら

は
、
方
形
の

竪
穴
住
居
跡

が
何
軒
も
検

出
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の

住
居
は
、
古

墳
が
築
か
れ

る
前
に
建
て

ら
れ
て
い
た

も
の
で
す
。

か
つ
て
集
落

が
営
ま
れ
て
い
た
台
地
上
の
場
所
に
、
集
落
が

営
ま
れ
な
く
な
っ
て
か
ら
古
墳
が
築
か
れ
る
こ

と
は
時
折
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
こ
の
住
居
の

中
に
は
、
古
墳
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
6
世
紀
前
半

の
住
居
も
あ
り
、
古
墳
が
築
か
れ
る
直
前
ま
で

こ
の
場
所
に
は
集
落
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
㈱
シ
ョ
ー
ワ
の
東
隣
の
関
東

い
す
ゞ
自
動
車
㈱
の
工
場
敷
地
内
か
ら
は
、
直

後
の
6
世
紀
中
ご
ろ
の
竪
穴
住
居
跡
が
多
数
検

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
同
工
場
敷
地
の

南
半
部
で
は
6
世
紀
中
ご
ろ
以
降
の
小
円
墳
が
、

北
半
部
で
は
6
世
紀
後
半
～
平
安
時
代
に
か
け

て
の
竪
穴
住
居
跡
が
そ
れ
ぞ
れ
多
数
検
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
若
小
玉
古
墳
群
は
、

集
落
（
北
大
竹
遺
跡
）
の
す
ぐ
隣
に
築
か
れ
て

お
り
、
6
世
紀
前
半
以
降
は
集
落
を
東
ヘ
北
ヘ

と
追
い
や
り
な
が
ら
古
墳
を
築
い
て
い
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
古
墳
群
と
集
落

が
隣
り
合
っ
て
長
期
間
存
続
し
、
な
お
か
つ
集

落
を
追
い
や
り
な
が
ら
古
墳
群
が
範
囲
を
拡
大

し
て
い
く
と
い
う
様
相
は
、
非
常
に
珍
し
い
事

例
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

新
た
な
古
墳
が
築
か
れ
る
た
び
に
、
家
が
移

転
さ
せ
ら
れ
、
ム
ラ
の
範
囲
も
狭
く
な
っ
て
い

く
、そ
ん
な
古
墳
の
築
造
を
当
時
の
ム
ラ
の
人
々

は
ど
の
よ
う
な
想
い
で
見
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
。

　
　
　
　
　
　
（
文
化
財
保
護
課　

中
島
洋
一
）

三方塚古墳（平成3年撮影）
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